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ＪＲ東日本東北野球部後援会事務局

TEL 080-3026-0647

◇2026年4月24日(金）
・試合会場 ： 長野オリンピックスタジアム
・試合時間 ： 8:24～10:54

【安打数合計】 ◇ J R東日本東北 14
◇信越野球クラブ 9

 
【バッテリー】 ◇JR東日本東北 鈴木翔・竹本-佐々木・小鷹

◇信越野球クラブ 佐藤・大島・北野-齋藤

◇メンバー □今後のスケジュール□

◆第67回JABA長野大会◆

◇4/25（土）11:30～ 日本製鉄東海REX 長野オリンピックスタジアム

◇4/27（月） ①8:30 ②11:30 決勝2試合目終了40分後

◆オープン戦◆

◇5/5（火）13:00～ 日本製紙石巻 JR東日本利府球場

JR東日本東北野球部公式Instagram始めました！

https://www.instagram.com/jretohoku1189
フォローよろしくお願いいたします！

二塁打：金沢 ☆新人
三塁打：
本塁打：

チーム名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計

JR東日本東北 １ ０ ２ ０ ０ ０ ４ ０ ２ ９

信越硬式野球クラブ ０ ０ ０ ２ ３ ０ ０ ０ ０ ５

第67回JABA長野大会試合結果

JABA長野大会2戦目は、先攻JRで試合開始。
1回の表、先頭浦林の安打と工藤波音の四球、川崎の犠打に
より1死2,3塁のチャンスを作る。久保田の2塁ゴロの間に1点先
制する。
3回にも小山のタイムリーで得点を重ね3対0。
しかし、4回2点、5回には先発の鈴木翔也がスリーランホーム
ランを打たれて逆転されて3対6となる。
7回表、代打大保の四球、浦林、工藤波音の連打で1点を返す。
その後も打線は止まらず勝ち越しに成功。7対5
9回表にも得点を重ね9対5。
投げては6回から登板の竹本がぴしゃりと抑え9対5のまま試合
終了。

□試合戦評□

打順 守備 名前 打数 安打 四死球 打点

1 6 浦林 6 4 0 0

2 4 工藤波 4 2 1 1

3 7 ☆川崎 3 1 0 0

4 3 久保田 4 2 1 2

5 5 小山 5 3 0 3

6 9→8 金沢 5 1 0 1

7
DH ☆酒井 2 0 0 0

PH→DH 古山 1 0 2 0

8
8 橋本 2 0 0 0

PH→9 大保 1 0 2 0

9

2 佐々木 3 0 0 0

PH 鈴木聖 1 1 0 1

2 小鷹 - - - -

投手名 回数 被安打 奪三振 四死球 失点 自責点

鈴木翔 5 9 3 3 5 5

竹本 4 0 2 0 0 0
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